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研究成果の概要（和文）：　本研究は，日本における教師のレジリエンス形成に寄与するプログラムの開発を目
的とするものである。プログラムの開発にあたって，まず若手・中堅・ベテラン教師に対するインタビュー調査
から彼らのレジリエンスの特質を明らかにした。そして，オーストラリアの研究者が開発したレジリエンス形成
プログラムである"BRiTE"の調査を実施し，そのポイントを抽出した。
　それらを基に，教員志望学生・現職教員対象のレジリエンス形成プログラムを開発し，2018年度・2019年度に
実施・評価した。受講者のリフレクションからは，プログラムを通じてレジリエンス形成に必要となる視点を得
られたことが概ね確認できた。

研究成果の概要（英文）：　The purpose of this study was to develop programs that contribute to 
building teacher resilience in Japan. In developing the programs, we interviewed young, mid-career, 
and veteran teachers to identify the characteristics of their resilience. We also investigated and 
identified important components of BRiTE, which was developed by Australian researchers to build 
teacher resilience.
　Based on these, resilience-building programs for prospective and in-service teachers were 
developed, implemented, and evaluated in FY2018 and FY2019. From the reflection of the participants,
 it was generally confirmed that the perspectives for building their resilience were obtained 
through the programs.

研究分野： 教師教育，教育工学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究では，諸研究とインタビュー調査を踏まえて，レジリエンスは学習可能なものであり，問題解決に向け
て「自ら行動する」ことによってレジリエントな教師となり得ることを示した。それを踏まえ，3時間程度で実
践可能な，教員志望学生・現職教員対象のレジリエンス形成プログラムを開発・実施し，プログラムを通じて一
定の成果を得ることができた。そして，プログラムの学習内容を2020年秋に書籍として公刊することになってい
る。これらの点が学術的意義と社会的意義であると言える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
海外の教師教育研究において，教師のレジリエンスが近年着目されてきた。レジリエンスとは，

「逆境，トラウマ，悲劇，脅威，ストレスの重大な原因（家族や人間関係の問題，深刻な健康問
題，職場や経済的なストレス要因等）にうまく適応するプロセス」（American Psychological 
Association 2013）である。海外で教師のレジリエンスが着目される背景には，社会的な変化に
伴う教師の仕事や役割の変化，離職率の増加，バーンアウトや心身疾患等の問題が顕在化してき
たことが挙げられる（デー・グー 2015）。その渦中にあって，教員養成並びに現職教育を通し
て，教師のレジリエンスを形成する必要性が説かれるようになってきたのである。 
先に述べた通り，レジリエンスは，「適応するプロセス」であると定義されているが，これは

問題解決に向けた「行動」として捉えられる。例えば，Ungar （2011）は，レジリエンスが「リ
ソースをコントロールできる個人の資質」と「リソースを個人や集団で折り合いをつけられる資
質」のいずれも含むものだと提起している。デーとグー（2015）によれば，教師のレジリエンス
に関して，「日常的レジリエンス」が重要であり，それは教師のアイデンティティやコミットメ
ントから引き出されるものである。そして，教師のレジリエンスを個人の資質と狭く捉えるので
はなく，学校・職場等における関係性を踏まえて捉え直すことの重要性が指摘されている。これ
らの研究を基に，オーストラリアでは既に教師のレジリエンス形成に寄与するプログラムが取
り組まれている（Building Resilience in Teacher Education：BRiTE）。BRiTE の基盤となって
いるのが，レジリエンスの形成（B）には，関係性（R），ウェルビーイング（i），イニシアチブ
をとること（T），感情（E）の 4 つの視点を学ぶことが鍵を握ることである。BRiTE は，これ
らをオンライン上で学ぶコンテンツとして体系化したものである。 
日本においても，諸研究で教師のバーンアウト傾向が確認されている。例えば，川瀬（2014）

は，宮崎市で行った調査から，勤務年数が長くなるに伴いバーンアウト得点が高くなる傾向にあ
り，多忙や同僚との関係，校務分掌や保護者からの評価が教師のバーンアウトに関する重要な原
因となることを明らかにしている。だが，日本においては，教師のレジリエンスに関する研究の
蓄積がまだ多くないのに加え，教師のレジリエンス形成に寄与するプログラムに関しては未だ
着手されていない。 
 
２．研究の目的 
本研究では，日本における教師のレジリエンスに関する研究を拡張しながら，BRiTE をモデ

ルとした教師のレジリエンス形成に寄与するプログラムを開発・試行・評価することを目的とす
る。具体的な研究課題として，（1）文献調査並びにインタビュー調査，（2）オーストラリアの訪
問調査と BRiTE の分析，（3）レジリエンス形成プログラムの開発・実施・評価，（4）レジリエ
ンス形成プログラムの学習内容の公刊，の 4 点を遂行する。 
 
３．研究の方法 

2017 年度から 2019 年度の 3 年間にわたる研究期間において，（1）～（4）に関する取り組み
を進めた。 

 
（1）文献調査並びにインタビュー調査 
教師のレジリエンスに関する研究を収集し，研究動向と課題を精査する。また，小学校・中学

校・高等学校の若手教師 8 名，ベテラン・中堅教師 12 名の計 20 名を対象としたインタビュー
調査を実施する。インタビューでは，教職生活の中で直面する様々な課題とそれをいかに克服で
きたか（またはできなかったか）について聞き取りを進めていく。なお，このインタビューで得
られた事例は，後述のプログラムの教材とする可能性があることを調査協力者と共通理解して
おく。 

 
（2）オーストラリアの訪問調査と BRiTE の分析 

BRiTE の開発者の 1 人である Dr. Mansfield に対するインタビューを実施し，プログラム開
発の背景やポイント等の情報収集を行う。また，現地で実践されているレジリエンス形成のワー
クショップを参観する。そして，5 人の共同研究者が BRiTE の 5 つのモジュールを分担して精
査し，教師のレジリエンス形成にあたって学習すべきポイントを抽出する。 

 
（3）レジリエンス形成プログラムの開発・実施・評価 
 （1）と（2）を踏まえて，3 時間程度で実施可能な教員志望学生・現職教員対象のプログラム
を開発し，それらを実施・評価する。教員志望学生対象のプログラムについては，教職実践演習
の 2 コマ分で実践することを念頭に，BRiTE の視点を押さえた上で，初任期に直面する問題を
グループで協議することが主たる内容とする。現職教員対象のプログラムについては，BRiTE
の視点を押さえることは共通であるが，異動後の環境変化の対応や教員間の協働に関する問題
をグループで協議することを主な内容として設定する。教員志望学生・現職教員対象プログラム
のいずれも受講時のワークシート，ふり返りのコメント等を評価材料とする。 
 
（4）レジリエンス形成プログラムの学習内容の公刊 



BRiTE は，オンライン上の学習プログラムとして展開されているが，日本においてはレジリ
エンスに関する研究知見が乏しく，それらの認識が十分でない。そこで，本研究では書籍化を通
じて学習内容を公開していく。 
 
４．研究成果 
 4 つの研究目的に対して，それぞれ以下のような成果を得ることができた。 
 
（1）ベテラン・中堅教師と若手教師に対するインタビュー調査では，ワークラインを描いても
らいながら，教職生活の中で直面する様々な課題とは何であり，それをいかに克服できたか（ま
たはできなかったか）を中心に聞き取りを進めた。若手教師は，赴任した学校による同僚・管理
職からの支援の差，担当する学年の差による教科指導の負担感，2 年目以降の校務分掌の負担感
がネガティブな影響を与えていた。中堅・ベテラン教師に関しては，異動に伴う職場環境と校内
における役割の変化がポジティブにもネガティブにも影響を与えること，教職経験の中で形成
されてきた信念がレジリエンスの発揮に影響を与えていたことが確認できた。 
 
（2）Dr. Mansfield によると，BRiTE が開発された経緯は，オーストラリアでは，赴任した学
校によって十分なサポートが受けられない状況が深刻化していることであった。その問題を解
決するために個人で学習可能な環境を保障するものが BRiTE なのである。BRiTE は，あくま
で個人が取り組むためのリソースとして開発されたものであるが，Murdoch 大学等，BRiTE を
活用した大学間ネットワークを通じて，教員養成・教員研修での活用が展開されつつある。 
また，BRiTE モジュールの分析によって，それぞれの観点で何を学習することが必要となる

か，どのようなワークを取り入れることで学習内容をより深めようとしているかを明らかにす
ることができた。 

 
（3）（1）と（2）を基に 2018 年と 2019 年に教員志望学生・現職教員対象のプログラムを開発・
実施・評価した。紙幅の都合上，現職教員対象プログラムのうち，中堅・ベテラン教師対象プロ
グラムの概要を以下に示す（教員志望学生対象のプログラムについては取り組んだワークは異
なるが同様の流れで進めた）。 
 

 

 前半のプログラム  後半のプログラム 

前半 
導入 

プログラムの流れの確認 後半 
導入 

後半の内容の確認 

導入 レジリエンスとは何か（Bの要素） 
・定義とレジリエントな教師モデル 
・レジリエンスの重要性 

展開③ 
ワーク 

事例「異動後に実践が継続できない
困難」に置かれた時にどのようなア
クションを起こすか 

展開① 
 

関係性（R）の構築について振り返
る 
・関係性の構築と維持 
・専門的ネットワークとソーシャル 
メディア 

・保護者・児童との関係構築 

展開③ イニシアチブをとること（T）を意
識化する。 
・問題解決 
・継続的な専門的学習 
・効果的にコミュニケーションを 
図る 

展開① 
ワーク 

事例「ある中学校教師が直面した異
動後の厳しい状況」と同様の状況に
置かれた時にどのようなサポートを
誰から得るか。 

展開③ 
振り 
返り 

冒頭の事例の対応について＋αのア
クションについてグループでディス
カッションする。 

展開② ウェルビーイング（i）の重要性に
ついて自覚する。 
・個人のウェルビーイング 
・ワーク・ライフ・バランス 
・モチベーションの維持 

展開② 感情（E）の重要性について自覚す
る。 
・感情の自覚 
・感情のマネジメント 
・楽観主義を育む 

展開② 
ワーク 

「教師を目指した理由」をそれぞれ
共有する。 

展開② 
ワーク 

「感情のマネジメント」に関する手
立てを踏まえて，自分が行ってきた
対処や実際の経験をそれぞれ共有す
る。 

まとめ 前半の概要を押さえて，コメントを
記入してもらう。 

まとめ 後半の概要を押さえて，コメントを
記入してもらう。 
また，プログラム全体についてもコ
メントしてもらう。 



 教員志望学生対象のプログラムについては，2018 年と 2019 年で計 6 回の実践を行った。3 時
間という限られた時間であったが，受講者のコメントからは，教職に就くために必要な視点や直
面する問題への対処法を学べることが確認できた。 
 現職教員対象のプログラムについては，中堅・ベテラン教師対象と初任教師対象のものを開発
した。中堅・ベテラン教師対象のプログラムについては，2019 年 3 月の実践に加えて，2019 年
8 月に発展プログラムも取り組んだ。初回のプログラムを通じて，中堅・ベテラン教師であって
も，BRiTE の 5 つの視点を学ぶことで，自身が取り組めていない点や自覚していなかった点に
気づくことができ，レジリエンスを発揮するための実践につながる可能性が認められた。また，
発展プログラムにおいて，2 回のプログラムに関する理解度と学習成果を受講者に自己評価して
もらったところ，受講者は初回のプログラムで学習した内容を意識しながら実践に取り組むこ
とができていた。さらに，発展プログラムを通じて，BRiTE の視点等をより深化させることが
できていた。2019 年 8 月に実施した初任教師対象のプログラムにおいても，受講者は，初任教
師としての経験を相対化し，課題解決に向けたアクションを考察できていた。 
 これらの成果より，教員志望学生・現職教員いずれも，3 時間程度で実践可能なプログラムで
あっても，プログラムを通じてレジリエンス形成に必要となる視点を得られたことが概ね確認
できた。 
 
（4）本プログラムの学習内容は，2020 年秋に北大路書房より『教師のレジリエンスを高めるガ
イドブック（仮題）』として出版することが決定している。そのため，2019 年の年末から 2020
年 3 月まで執筆作業にあたった。 
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